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会        長 殿                 家 族 会 事  ３８  号 

理事・監事・運営委員 殿                 Ｒ６．  ０９．   ６ 

各県自衛隊家族会会長 殿                 公益社団法人自衛隊家族会 

事 務 局 長  阿部 知己 

令和 ６年 ９月「月 報」 

１ はじめに 

  ６月に気象庁が発表した７月から９月にかけての３か月予報で「この先３か月は全国的 

 に気温が平年より高く、昨年に続き猛暑となりそう」と言われておりました。８月中旬は 

まさにその通り、４０度を超えた地方もあったほどでした。 

中旬から下旬は、東北地方を横断した台風５号から、迷走した台風１０号まで、豪雨と暴風が 

全土を襲いました。 

災害に見舞われた地域の皆様にお見舞い申し上げます。 

 

 各地で行われているサマー・キャンペーンへの協力をはじめ、募集協力活動に注力して 

いただいているところですが、くれぐれもご自愛ください。 

  

さて、自衛隊体育学校から７名の選手が参加したオリンピックパリ大会が終了しました。 

 レスリングフリースタイル７４キロ級の高谷 1 陸尉が銀メダル。 

柔道女子 70 キロ級の新添２陸尉が個人戦７位、団体銀メダル。 

 男子近代五種の佐藤２海曹が銀メダル。 

 女子７人制ラグビーの梶木３陸曹が９位。 

 女子近代五種の内田３陸曹が１２位。 

オープンウォータースイミング 

女子１０キロの蝦名２陸曹が１３位 

 レスリングフリースタイル８６キロ級の 

石黒２陸曹は、準々決勝で、銅メダルを 

獲得した選手に惜敗と言う結果でした。 

  8 月 27 日午後、体育学校長 七嶋陸将補と 

共に家族会事務局を訪問してくださいました。 

写真は、後列左から内田、梶木、高谷、新添、佐藤、蝦名、石黒の各選手 

       前列 増田会長と体育学校長 

まずは疲れを癒され、今後ますますのご活躍をお祈り申し上げます。 

２ 防衛省・自衛隊の活動（写真は各幕 HP 等より） 

（１） 共同訓練等 

陸上自衛隊は、「自由で開かれたインド太平洋」の実現に一層寄与すべく、８月２６ 
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日～９月６日、インドネシア共和国ジャワ島アセンバグス演習場、スマトラ島バトラ 

ジャ演習場等で行われる令和６年度米尼（注：インドネシア）軍等との実動訓練（ス 

ーパー・ガルーダ・シールド２４）に参加中です。陸上自衛隊からは第１空挺団（習 

志野）、水陸機動団（佐世保）等、米軍からは第２５歩兵師団、第１１空挺師団、第１ 

海兵機動展開部隊等、尼軍からは第２師団、第２海兵旅団等、他、豪、英、星（注： 

シンガポール）各軍が参加し、「共同による島嶼奪回に係る作戦・戦闘」を演練し、 

作戦遂行能力及び戦術技量の向上を図ります。 

海上自衛隊は８月１６日、フィリピン東方の海空域において米海軍と共同訓練を実 

   施しました。参加部隊は海自護衛艦「ありあけ」、米海軍揚陸指揮艦「ブルー・リッジ」 

等です。 

航空自衛隊は９月２４日から１１月２３日の間、アメリカ 

合衆国ニューメキシコ州マクレガー射場、ホワイトサンズ射 

場で、統合防空ミサイル防衛実弾射撃訓練を実施します。 

護衛艦ありあけ    参加部隊は北部 

高射群（三沢）、中部高射群（入間）、西部高 

射群（春日）、南西高射群（那覇）で、ペトリ 

オットによる実弾射撃訓練（日米共同射撃、 

陸空協同射撃を含む。）、機動展開訓練及びミ 

サイル・リロード等、ミサイル実射に関する一連の行動に係る訓練を実施し、任務遂行 

能力の向上を図ります。 

（２）対領空侵犯措置 

８月２６日、自衛隊は、中国軍のＹ―９情報収集機が１１時２９分頃から

１１時３１分頃にかけて長崎県男女群島沖の領海上空を侵犯したことを確認

し、航空自衛隊西部航空方面隊の戦闘機を緊急発進させ、通告及び警告を実

施する等の対応を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

空自が撮影した Y―９情報収集機 

（３）石川県の災害派遣撤収 

   ８月３１日、能登半島地震災害派遣が終了しました。 

   元日に発生した地震災害に対応し、２４４日、延べ１１４万人の隊員が活動してくれま 

した。お疲れさまでした。そして有難うございました。 
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（４） 自衛隊音楽まつり 

令和 6 年度自衛隊音楽まつりは日本武道館（東京・九段）で次の要領で実施されます。 

   〇 リハーサル公演 11 月 14 日（木）１８００～１９５０ 

〇 第１回公演   11 月 15 日（金）１４００～１５５０ 

〇 第 2 回公演   11 月 15 日（金）１８００～１９５０ 

   〇 第３回公演   11 月 16 日（土）０９３０～１１２０ 

〇 第 4 回公演   11 月 16 日（土）１３３０～１５２０ 

〇 第 5 回公演   11 月 16 日（土）１７３０～１９２０ 

防衛省＞報道・白書・広報イベント＞イベント・交流活動で「自衛隊音楽まつり」 

から申込むことができます。 連名で 5 名申し込むことができ、多数の場合は 32 歳 

以下を優先するとのことです。 

 

３ 家族会の活動                      

（１）北海道地域協議会開催 

８月２７日、札幌市において北海道地域 

  協議会を開催しました。札幌、道南、道北、 

道東、道央の各家族会代表及び理事が参加、 

本部から田浦地域担当委員、北部方面総監 

部からは募集課長等が出席し、「会勢の維持 

・拡大のための方策」「隊員募集協力のための方策」をテーマに意見を交換し、入隊 

式等での家族会の説明等の他、記念日にツァ 

ーを企画して友人を同伴してもらう、郵便物 

は夫婦連名で出し配偶者の関心を獲得、ま

た、広報官と共に学校訪問して広報官を支

援、更には奨学金制度の新設・拡充の提案等 

がなされました。 本部から参加した田浦委員からは、安否確認システム「あんぴく 

ん」について、実例を交えた説明があり、 

  各自衛隊が導入したシステムの活用促進に 

向けて働きかけを行ったところです。 

 懇親会には北部方面総監等現役の方々にも 

参加いただき、交流を深めました。 

（２）兵庫県自衛隊家族会役員会を開催 

              7 月２６日、兵庫地方協力本部の部屋をお借りして、兵庫県 

自衛隊家族会役員会」を開催しました。出席者は髙木兵庫県家 

族会長、村岡副会長（川西猪名川家族会会長）、田上副会長（川 

西猪名川家族会監事）、後藤常任理事（伊丹家族会顧問）、佐阪
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監事（西神戸地区会会長）、堀事務局長（姫路家族会副会長）、西田事務次長の 7 名で、

「令和 7 年度総会開催について」、「令和 6 年度事業計画推進進捗状況」と「兵庫県自

衛隊家族会会則改遍スケジュールに関して」、「家族支援活動協定書締結進捗に関して」

の 4 点を審議しました。 

（３）第 16 次国連南スーダン共和国ミッション（ＵＮМＩＳＳ）派遣隊員を激励 

８月２２日、自衛隊家族会は、防衛省において 

ＵＮМＩＳＳ司令部要員の皆川３等陸佐と大沢３等 

陸佐を激励しました。情報幕僚の大沢３佐は、情勢 

に係る情報資料の収集・整理・配布及びデータ 

ベース整理に係る業務を、施設幕僚の皆川３佐は        皆川３佐 大沢３佐 

ＵＮМＩＳＳの活動に必要な施設の配置・維持・補修に係る企画調整を実施します。 

   南スーダンは 8 月が最も気温が低くて概ね 30 度、2 月・３月に 40 度近くになる由

です。「最近の日本も変わらず暑い・・・」とは言いながら、くれぐれも健康を維持

してのご活躍をお祈り申し上げます。 

（４） 入間納涼祭で地本の広報ブースを支援 

７月２４日、航空自衛隊入間基地で恒例の基地納涼祭 

（盆踊りと花火の夕べ）が開催され、入間市自衛隊家族 

会を中心とする基地周辺に住む会員有志４名が、埼玉地 

本の広報ブースで募集広報をお手伝いしました。 

（５） 苫小牧港に入港した艦艇等を研修 

８月５日、札幌自衛隊家族会札幌市地区協議

会会員４２名が、苫小牧港まつりに合わせて入

港した掃海艇「いずしま」（海自函館基地隊）

を研修しました。 

   普段海自艦艇を見る機会は少なく、また、 

掃海艇を見るのは初めてという会員も多く、 

同会場に展示されていた 90 式戦車・偵察警戒

車・偵察警戒車・ペトリオット等と合わせて装備品毎に丁寧な説明を受け、理解を深

めることが出来ました。札幌地本募集課、苫小牧出張所及び北方輸送隊第３０４輸送

中隊のご支援有難うございました。 

 

４ 事務局からの連絡 

（１） 新任会長・事務局長等研修会の予定 

新たに各県家族会の会長・事務局長に就任された方々に、自衛隊家族会に係る理解 

を深めていただき、本部と県家族会との連携を密にして円滑に運営してゆくために「新

任会長・事務局長等研修会」を１０月９日（水）東京都新宿区戸塚地域センター(高田
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馬場)において実施します。 

該当者及び該当者所属県家族会長へは実施の細部をお知らせしております。 

参加者は参加にあたり、「活動の手引」（自衛隊家族会 Web「会員のページ」） 

をご一読いただけますと、有難く存じます。 

（２） 防衛講演会のお知らせ 

埼玉県家族会が担当する防衛講演会は、１０月５日(土)に さいたま市浦和区の「さ 

いたま共済会館」で１５時半から実施されます。 

講師は 自衛隊家族会顧問 佐藤正久氏。演題は「我が国を取り巻く安全保障環境 

と自衛隊が進むべき道」を予定しています。 

道東家族会が担当する防衛講演会は１１月２９日(水)、帯広市の「ホテル日航ノース 

ランド帯広」で１４時から実施されます。 

講師は、髙田克樹氏(元陸上総隊司令官)で、演題は「激動する国際情勢と我が国の安 

全保障」を予定しています。 

（３） ボランテｲア保険料の支払いについて 

令和５年１０月から更新したボランティア保険が令和６年９月末で満期（１年）を 

迎えます。各県家族会の保険料支払いにつきましては、事務局からの「保険料請求の

ご案内」が、お手元に届き、確認を頂いた後に１０月～１２月の間に支払いをお願い

します。 

（４） 各種希望数の確認について 

下記について要望数をそれぞれの時期までに事務局業務担当の梁池へご連絡下さい。 

ア 入校・入隊者激励会用「おやばと」(無償配布) 

  入校・入隊者激励会用「おやばと２月号」希望数を１１月３０日(木)まで 

  イ 北方領土返還要求署名用紙 

    令和７年度希望数を １１月３０日(木) まで 

（５）令和６年度「活動状況等調査」の提出について 

既に家族会本第２０号(令和６年４月１７日)にて令和６年１１月１日(金)を提出 

   期限としてお願いしております。あと２か月余りですが、ご準備のほどよろしく 

お願い致します。                       

 

以上 

 


